
 

“社会を明るくする運動”強調月間・再犯防止啓発月間 

 法務省は、７月を“社会を明るくする運動強調月間”～犯罪

や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～とし、全国

的な運動を展開しています。 

 犯罪や非行をなくすためには、立ち直ろうと決意した人を社

会で受け入れていくことや、犯罪や非行をする人を生み出さな

い家庭や環境づくりをすることも大切なことです。“社会を明

るくする運動”はそんな地域をつくるために、一人ひとりが考

え、参加するきっかけをつくることを目指しています。 

 第６７回社会を明るくする運動”秋田市推進委員会では、 

７月６日・７日に、広報車で市内を巡回し、内閣総理大臣の

メッセージの伝達と広報活動を行いました。  

秋田市青少年育成団体情報交換会 
 ７月２６日センタース洋室４で、平成２９年度秋田市青少年

育成情報交換会が行われました。今年で２回目の情報交換会で

す。今回は、少年保護育成委員会、秋田市民会議、少年指導委

員会の他、新たに、秋田中央警察

署、秋田臨港警察署、秋田東警察

署、秋田市PTA連合会が加わり、より一層、地域に根付いた情報

の交換ができました。 

 ３署からの少年に関する情報提供をしていただいた後、３つの

地区に分かれて、グループワークを行いました。今回も、活発な

意見交換が行われ、各団体の連携について、より具体的かつ前向

きな話し合いが行われました。 

「社会を明るくする運動」とは、すべての国民が，犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について 
理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ，犯罪のない地域社会を築こうとする全国的な運動です。  

グループワークの様子 

ホゴちゃ

んとは？ 

更正保護のマスコットキャラクター 

「更正ペンギンのホゴちゃんとサラちゃん」 

 ６日は中央・西部・南部・東部・河辺・雄和

の市民サービスセンターで内閣総理大臣のメッ

セージの伝達を行い、広報車で市内を巡回しま

した。 

 ７日は北部地区でのメッセージ伝達、巡回の

他、スーパーの前で街頭キャンペーンを展開し

ました。晴天の中、更生ペンギンのホゴちゃん

の入ったカットバンやティッシュを嬉しそうに

受け取ってくださる方々がいました。 
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お知らせ 

10月 5日  第１回広報部会 
     （午前10時 センタース・音楽室2） 

10月26日  平成29年度第2回代表者会議                    
     （午後2時 センタース・洋室4） 

11月 7日  平成29年度青少年健全育成秋田県大会  
     （午後1時～ 第二庁舎8階大会議室 
      参加費無料 事前予約不要）    

広面の夏祭り地区巡回 

・今回は東少年保護育成委員会（１０人）と東警察

署職員との合同で巡回を行った。 

・祭の出店に行くために小学生５、６人がリュック

を置いてあったため声をかけ、リュックのある場

所に戻るよう促し、注意した。 

・出店でエアガンがくじで当たった小学生がおり、

エアガンを見せてもらったら、「１８歳以上使

用」と書かれていたため、家に

持って帰り、親に渡すよう話をし

た。 

・子ども同士で来ている子が多いよ

うだ。（７月３０日・東部地区）  

わかくさ相談電話より 

１１月は子ども・若者育成支援強調 

月間です。 

 ７月～９月の相談件数は３件でした。 

 わかくさ相談電話では、青少年に関する悩みや心配

事について、本人または家族からの相談に応じます。 

 季節の変わり目は気分が落ち込みやすい時期です。

友達、学校、勉強、進路、家族のことなど、ひとりで悩ま

ず相談してみてはいかがでしょうか。 

 来所しての相談も可能です。ぜひご利用ください。 

わかくさ相談電話 ８８４－３８６８ 

各地区のお祭り巡回日誌各地区のお祭り巡回日誌各地区のお祭り巡回日誌   
寺内七夕まつり地区巡回 

御所野夏まつり 地区巡回 

・祭（小学校グラウンド）以外の場所で遊んでい
る児童はいなかった。 

・会場内でもまわりに迷惑をかけないように遊ん
でいる様子で感心した。 

・PTAで役割分担されたようで、祭周
辺の整備（駐車場所等）がしっかり
していてとても気持ちがよかった。    
（７月８日・中央第二地区） 

・小・中・高PTA、防犯協、東署少年係と合同
で巡回を行った。 

・委員も夏まつりの実行委員として常に
会場におり、子供達には目配りをして
いた。まつり全体にも事故等はなく無
事終った。（８月１０日・南部地区） 

優良図書紹介コーナー 

『そして、ぼくは旅に出た。はじまりの森 ノースウッズ』 

（著者・大竹英洋 編集・松田素子） 

 大学４年の秋の夜に見た野生のオオカミに出遭う夢を出発点に、北米の秘境「ノース・ウッ

ズ」へと旅した３か月間を記したエッセイ。 

 文中でたびたび用いられる「センス・オブ・ワンダー（神秘さや不思議

さにめを見張る感性）」は、不安でつぶれそうな一人旅の中で磨かれてい

く。自然は、「目を開き」「心を開き」「時間を開（あ）ける」者にの

み、美しい姿を現すという写真家の心構えを聴く場面は感動的。大人にな

りかけた若者にこそ、世界の美しさを語ってくれる思慮深い大人の存在が

必要だ。若者の生き方を励ましてくれる一冊。 

（優良図書とは…青少年の健全な育成を図る上において有益であると秋田県知事が推奨した図書です） 

 

 ★困ったときの巡回での愛の一声ワンポイントメモ★    参考：必携・少年補導委員の手引き 

「こんにちは。秋田市の少年指導委員です」「（グッズを手渡しながら）よかったらもらってね」 

「天気がいいね。寒いね。暑いね」「時間が遅いけれど、家の方が心配しているのでない？」 

「困ったことがあったらここに電話してね」「事故などにあわないよう、気をつけて帰ってね」 


